
の
高
い
集
団
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

来
年
度
、
�
原
、
大
滝
の
両
施
設
を
廃
止
し
、

新
た
に
秋
田
県
北
部
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア
内

の「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ
」で
保
育
事

業
を
開
始
す
る
こ
と
で
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
関
係
条
例
の
一
部
改
正
案
と
施

設
の
改
修
に
係
る
工
事
費
等
の
補
正
予
算
案
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

１９
年
度
の
市
税
等
の
収
納
状
況
と

未
収
債
権
対
策

１９
年
度
分
の
一
般
税
は
、
約
８６
億
４
７
０
０

万
円
が
納
付
さ
れ
、
前
年
度
比
約
９
億
２
６
０

０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
伸
び
分
の
う

ち
、
５
億
４
７
０
０
万
円
は
税
源
移
譲
に
よ
る

も
の
で
、
収
納
率
は
前
年
度
を
０
・
０
７
ポ
イ

ン
ト
下
回
る
９８
・
１１
％
。
滞
納
繰
越
分
を
合
わ

せ
た
未
納
残
高
は
、
前
年
度
比
約
５
８
０
０
万

円
増
の
６
億
３
６
０
０
万
円
余
り
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
国
保
税
は
、
収
納
額
が
前
年
度
比
５

０
０
０
万
円
増
の
約
２０
億
３
９
０
０
万
円
で
、

収
納
率
は
前
年
度
を
０
・
０
５
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
９３
・
９３
％
。
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
た
未
納

残
高
は
、
前
年
度
比
約
３
１
０
０
万
円
増
の
６

億
３
５
０
０
万
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

速
報
値
の
比
較
で
、
一
般
税
及
び
国
保
税
の

１９
年
度
分
の
収
納
率
は
、
県
内
１３
市
中
２
番
目

に
高
い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
市
税
の
滞
納
対
策
は
、
休
日
納
付
・

納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
効
果
を
上
げ
て
い

る
ほ
か
、
悪
質
な
ケ
ー
ス
を
中
心
に
、
新
た
に

動
産
や
自
動
車
の
差
し
押
さ
え
も
行
い
、
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
装
置
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
税
外
収
入
金
は
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
収
納
率
が
前
年
度
を
０
・
０

８
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
９８
・
５１
％
、
滞
納
繰
越
分

を
合
わ
せ
た
未
収
残
高
は
、
前
年
度
比
約
５６
万

円
増
の
約
１
億
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
会
計
の
収
納
率
は
、
前
年
度
を
０
・
９

３
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
９６
・
０９
％
、
滞
納
繰
越
分

を
合
わ
せ
た
未
収
残
高
は
、
前
年
度
比
２
８
０

０
万
円
減
の
約
２
億
８
５
０
０
万
円
で
、
税
外

収
入
金
全
体
の
未
収
債
権
額
は
、
約
３
億
８
８

０
０
万
円
で
す
。

こ
れ
ら
の
税
外
未
収
債
権
の
処
理
を
担
当
す

る
た
め
、
昨
年
１０
月
に「
特
別
滞
納
対
策
室
」を

設
置
し
て
、裁
判
所
に
よ
る「
支
払
督
促
」や「
少

額
訴
訟
」な
ど
も
念
頭
に
お
い
た
厳
格
な
対
応

で
徴
収
実
績
を
徐
々
に
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後

も
債
権
整
理
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

公
共
交
通
対
策

路
線
バ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
利
用
者
数

の
減
少
や
燃
料
な
ど
の
高
騰
の
た
め
大
変
厳
し

く
な
っ
て
い
る
な
か
、
県
で
は
平
成
２２
年
４
月

を
め
ど
に
補
助
基
準
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

現
行
の
路
線
を
こ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
、
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
効
率
化
や
乗
車
率
向
上
を
図
る
た

め
、
全
路
線
バ

ス
の
運
行
状
況

を
精
査
し
、
重

複
し
て
い
る
路

線
の
統
合
や
減

便
、
ル
ー
ト
変

更
等
の
再
編
を

検
討
し
て
き
ま

し
た
。

８
月
１
日
に

は
、
こ
の
再
編

計
画
案
を
大
館
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
審
議

し
、
来
年
４
月
か
ら
の
運
行
を
目
指
し
、
運
行

ダ
イ
ヤ
な
ど
の
最
終
調
整
や
運
輸
局
へ
の
申
請

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
が
運
営
し
て
い
る
二
井
田
・
真
中

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
、
地
域
と
十
分
に

協
議
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
い
、
冬
期
間
の
南

中
学
校
へ
の
延
伸
を
図
る
と
と
も
に
、
１０
月
１

日
か
ら
の
料
金
の
値
上
げ
を
了
承
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

今
後
も
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
足
の
確
保
に
向
け
必
要
な
改
革
を
断
行

し
ま
す
。

学
校
施
設
の
耐
震
対
策

１８
年
度
か
ら
の
３
カ
年
で
計
画
的
に
進
め
て

い
る
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
は
、
本
年
度
も
桂

城
小
学
校
と
城
南
小
学
校
で
実
施
し
、
１２
月
中

の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
築
工
事
を
進
め
て
き
た
花
岡
小
、

中
学
校
は
、
花
岡
中
学
校
が
７
月
２９
日
に
、
花

岡
小
学
校
が
８
月
６
日
に
工
事
を
完
了
し
ま
し

た
。
引
越
し
作
業
な
ど
も
、
生
徒
や
保
護
者
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
夏
休
み
中
に
終
了
し
、
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
授
業
を
受
け
ら
れ
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
度
実
施
し
た
耐
震
診
断
で
、

早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
校
舎

の
補
強
工
事
は
、
田
代
中
学
校
が
９
月
２５
日
に
、

比
内
中
学
校
が
１２
月
２５
日
に
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
補
強
工
事
も
、
今

後
、
優
先
度
を
考
慮
し
、
年
次
計
画
を
立
て
な

が
ら
順
次
進
め
ま
す
。

大
館
市
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
登
録
維
持

７
月
に
審
査
登
録
機
関
の
維
持
審
査
と
臨
時

審
査
を
受
審
し
ま
し
た
。
審
査
員
か
ら
は
、
設

定
し
た
目
標
が
計
画
ど
お
り
に
達
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
市
内
企
業
へ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
、「
こ
で
ん
」、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
」、「
廃
食
用
油
」の

回
収
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
適
合
し
て

い
る
と
の
判
定
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
報
告

・
大
館
市
自
殺
予
防
対
策
協
議
会
の
設
置

・
大
館
能
代
空
港
開
港
１０
周
年
記
念
感
謝
祭

・
夏
季
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
報
告

・
大
館
市
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
構
想
の
見

直
し

・
公
共
事
業
の
進
捗
状
況

・
平
成
１９
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

花岡中学校
管理棟
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